
【3-38】

湾・灘の区分 燧灘、安芸灘、豊後水道 

取組の名称 しまなみ海道のエコツーリズム 

事業期間 事業期間：- 

事業体制 ・農林漁家民宿の振興

愛媛県農林水産部農政企画局農政課

・サンゴの食害対策

愛媛県県民環境部環境局自然保護課

・その他

愛媛県経済労働部観光交流局観光物産課

事業の背景・目的 

事業場所の詳細 愛媛県内 

事業内容 ＜農林漁家民宿の振興＞ 

・多彩な農業体験・漁業体験

・農家の副収入

・交流人口の増加

＜潮流体験＞ 

・潮流を間近で体験できる観潮船が、来島海峡（大島-四国）と船折瀬戸（伯

方島-大島）で運航

＜文化的景観＞ 

・能島城跡（大島沖）、大山祇神社（大三島）、甘崎城跡（大三島沖）

＜鹿島（愛南町）の海中公園＞ 

・愛南町沖合500ｍの無人島・面積1.3km2、周囲6km

・江戸時代、宇和島藩のお狩場として保護

・鳥獣保護区に設定（県内で唯一、全島が鳥獣保護区）

・鹿島を含む周辺海域を宇和海海域公園に指定（S45年）

＜鹿島周辺のエコツーリズム＞ 

・事業名：無人島体験事業（御五神島）

・小中学生40人が7日間無人島生活を体験

＜サンゴの食害対策＞ 

・巻貝（ｼﾛﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ類）やオニヒトデによる食害が問題

・ダイバーによる駆除

・オニヒトデ生息域が北上傾向（温暖化の影響？）

＜遊子水荷浦の段畑（文化的景観）＞ 

・江戸時代に入植した漁村

・地元住民による保全活動（休耕地の復旧、段畑オーナー制度）

・重要文化的景観に選定（平成19年文化庁）

取組による効果・

影響及びその判断

基準等 

現状での課題 
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今後の予定等 ●貴重な地域資源であることを再認識し、さらなる活用、周知に努める。

●交流人口増を目指す。

・海域全体の取り組み（広域行政の自然保護・情報発信）

・津々浦々の取り組み（市・集落単位の景観保護・まちづくり）

取組事例について

の発表資料等 

瀬戸内海環境保全小委員会（第 15 回）資料 

情報提供元 愛媛県農林水産部農政企画局農政課 

〃  県民環境部環境局自然保護課 

〃  経済労働部観光交流局観光物産課 
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